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生成AI の普及と現在の利用状況

　生成 AI（Generative AI）の発展および普及は近年急速に進んでいる。本論考においては

この生成 AI の普及を技術的側面も含めて概観し，その上で特に社会関係という観点からそ

の利用との間の相互関係についてこれまでの議論を整理検討して実証研究の展開へ備えるこ

とを目的とする。

　現在の生成 AI のありようを牽引しているのは，一般社会には突如といった感覚もおそら

く伴って登場し，生成 AI の代名詞となった「ChatGPT」であると言えるだろう。言語モデ

ルシリーズである GPT（Generative Pre-trained Transformer）は 2015 年に設立された米

OpenAI によって 2018 年 GPT-1，2019 年 GPT-2，2020 年 GPT-3 と相次いでリリースされ，

特に GPT-3 については 2020 年の登場の段階で国内専門誌上においても，その出力する文章

が人間の書いたものと見分けのつかない「驚異的」な水準に到達し，OpenAI の行った本物

のニュース記事と AI による偽ニュース記事を治験者に提示して行った実験における偽記事

判別の正答率は 52% とチャンスレベルとほぼ変わらなかったことがすでに報じられている

（中田，2020）。この時点での GPT シリーズは研究者らを対象とした論文において，またそ

の機能部分をソフトウェアから呼び出す API（Application Programming Interface）を通じ

たアクセスを中心として知られる存在であったが，2022 年 3 月に公開された GPT-3.5 をベー

スとし，チャットによる対話型インターフェイスを兼ね備えた ChatGPT が同年 11 月に一般

公開にされたことによって世界規模で巨大な関心を集めることとなった。公開開始 2 ヶ月後

の 2023 年 1 月には ChatGPT の月間アクティブユーザー数は 1 億人に到達し，これは Tik-

Tok の 9 ヶ月，Instagram の 2 年半に比して史上最速の普及を見た消費者向けインターネッ

トアプリケーションであるとも指摘されている（ロイター，2023）。なお 2025 年 8 月時点で

の週間アクティブユーザー数は 7 億人を超える見通しとされている（日本経済新聞，2025）。

　図 1 は，Google Trends により 2021 年 1 月を起点として 2025 年 10 月 20 日時点までの約

5 年間を対象に，日本において「ChatGPT」および「生成 AI」をキーワードとして行われ

たウェブ検索の相対頻度を示したものである。リリース直後の 2022 年 12 月の小さな盛り上
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図 1　国内の ChatGPT に対する検索頻度推移

（Google Trends, 2025 年 10 月 20 日アクセス）
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がりに引き続いて，有料モデルである ChatGPT Plus，また新モデルの GPT-4 がリリースさ

れた 2023 年 2～3 月にかけて検索数の急増が観察され，日本における関心もそれらの動きと

軌を一にして高まっていたことがうかがえる。その後は一旦の低下を見せるが，2024 年 5

月の画像・音声入出力に対応するマルチモーダルモデルである GPT-4o（Omni），2025 年 2

月の GPT-4.5，8 月の GPT-5 などのメジャーリリースも契機として何度かの関心のピークを

繰り返して現在にいたっている。一方で「生成 AI」による検索も基本的に単調に増加して

いるが「ChatGPT」との違いは歴然としており，この特定のモデル，サービス名がいわば

生成 AI そのものの代名詞ともなっている現状を反映しているとも言える。

　日本国内における最近の生成 AI の利用率などの動向については，NTT ドコモモバイル

社会研究所の全国 15～69 才男女 7,527 人を対象とした 2025 年 5 月時点での「ほぼ毎日」～

「年数回程度」合計による利用率 20%，また日本リサーチセンターによる同社サイバーパネ

ルを利用した 2025 年 6 月時点でのデイリートラッキング調査（20～69 才男女 1,369 人対象）

では利用経験率 30.3% と報告されており，サンプルまた調査法の相違によって一定の開きが

見られるが，前者調査では 20 代男女の利用率（プライベート）が 47%・27%，後者調査で

は 47.0%・37.1% とどちらも男女差は見られるものの全体平均を大きく上回っている点で一

貫しており，また若年層から高年層へ進むにつれて利用率が減少していく傾向に関してもや

はり一致する結果となっている（NTT ドコモモバイル社会研究所，2025；日本リサーチセ

ンター，2025）。
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「関係性」を志向する生成AI 利用

　ここで非常に興味深いのは生成 AI の使用実態の内実や，AI との距離感に関する利用者

の感覚である。電通（2025）は 2025 年 6 月に，対話型 AI を週 1 回以上使用する全国 12～

69 才 1,000 人を対象に生成 AI との関係性に関する調査を行っている。本調査に先んじる

40,000 人を対象としたスクリーニング調査（2025 年 5 月実施）の結果からは，「毎日」～「2

～3 カ月に 1 回」の AI 利用経験率として全体で 29.8%，20 代においては 38.3% という先述

調査結果とおおよそ一貫した結果が得られているが，「週 1 回以上」使用者に限定した本調

査の分析からは，まず対話型 AI と話す内容について，「情報収集」が最も多く 64.4%，次い

で「勉強や仕事などで分からないことを教えてもらう」が 47.0% を占めていた。ただこの点

に関して，「情報収集」と回答する者の比率が高いのはむしろ 40 代～60 代であり（各 71.8%，

70.9%，77.8%），10 代におけるそれはむしろ 50.0% にとどまっていた。また対話型 AI に求

めていることとして「自分が知らないことを教えてほしい」（46.6%），「アイデアを出してほ

しい」（42.8%），「相談にのってほしい」（33.9%）などが全体としての上位を占めるものの，

10 代においては「課題や宿題に関して答えてほしい」が 57.1% と最も高くなることに加え，

続いて並ぶのは「相談にのってほしい」（41.0%），「話し相手になってほしい」（31.5%），「心

の支えになってほしい」（23.8%）といった項目であり，いずれも全体平均より 7 ポイント以

上高い結果となっていた。すなわち，とりわけ若年層においては生成 AI をその高度な情報

処理能力としてよりも，むしろ対話能力による話し相手，相談相手また心の支えとして認識

しまた利用している様子がうかがえる。

　関連して同調査の結果からは，「対話型 AI」に気軽に感情を「非常に共有できる」「共有で

きる」「やや共有できる」とした者の割合が 64.9% で，特にその割合は 20 代（74.5%）および

10 代（72.6%）で最も高かった。さらに，気軽に感情を共有できる対象の選択を求めたところ前

述の通り対話型 AI の比率が最も高く，それに続く親友，母に匹敵する水準であり，親友以外の

友人や兄弟（姉妹），父よりも高いという結果となっていた（図 2）。この結果は本レポートの

標題に取り上げられるなど本調査においても特徴的な結果ではあったが，「気軽」な感情共有

とあるように，非人間的な存在であるからむしろ感情を託しやすいという部分に他の対象とは

異なって反応したケースも同時にあった可能性については注意が必要だろう。これに加えて，

対話型 AI を信頼している（「非常に信頼している」「信頼している」）割合は全体で 44.1% に

対し 10 代で 54.2%，20 代で 56.0% と半数を超えていること，また対話型 AI に愛着がある

（「非常に愛着がある」「愛着がある」「やや愛着がある」）人は全体で 67.6% であり 10 代～30

代でとりわけ高く（73.8%，74.3%，70.4%）また対話型 AI に愛着がある人の中でそれに独自

の名前をつけている人は 26.2% 存在し，20 代では約 4 割（39.8%）に上る結果となっていた。



図 2　気軽に感情を共有できる対象（%）

電通（2025）より作成（上位 10 項目のみ）
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生成AI の論理的，情緒的動作とそのバランス

　生成 AI がユーザーにとってこのように「心に寄り添う」対話的存在として活用されるよう

になった背景としては，トランスフォーマー（Transformer）のような核心技術によって大量

のテキスト情報による事前学習に基づき長大なコンテクストを考慮した自然な言語出力が可

能となったことに加えて，人間のフィードバックによる強化学習（Reinforcement Learning 

from Human Feedback, RLHF）などのファインチューニング技術を通じて安全性が高く，人

間の価値観に適合した応答が生成されやすくなったことがあると考えられるだろう。生成 AI が

単に高度に知的情報処理ができるにとどまらず，人と心理的関係を取り結んでいることに関

しての調査結果を超えた社会的話題としては，例えば過度な依存的利用のもたらした帰結と

して最終的に自殺につながった可能性を指摘する事例などが報じられることもあるが（朝日

新聞，2025），個別事例を超えてシステムのありようまでが大きな社会的話題となった現象と

して，最近では 2025 年に起こった AI の応答スタイルとその調整をめぐる問題が挙げられる。

　OpenAI は 2025 年 4 月 25 日に GPT-4o のアップデートを行ったが，それに際してユーザ

ーからは，新しいモデルが過度に同調を示すような「お世辞を言い過ぎる」もので，「おべ

っか使い」（sycophancy）になっているという否定的な反応が上がった。この問題の発生に

対して，4 月 28 日の段階で OpenAI は GPT-4o をリリース以前のバージョンに戻す「ロー

ルバック」を行うこととなった（臼田，2025ab）。アップデートにおいてはユーザーフィー

ドバックによる「いいね」「嫌い」を報酬シグナルとして導入したところ，その同意しやす

い応答を好む傾向によって過剰に協力的で，不誠実な反応が起こるようになってしまったと

いう。これまでもバージョンアップに伴って，AI の挙動に対しその「性格」の変化の指摘

とそれをふまえた調整が行われることはあったが，GPT-4o のアップデートリリースに際し
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てはいったん前バージョンまで戻すというこれまでに例を見ない本格的な対応がなされた。

　一方で，そのわずか数ヶ月後に起こった事例はいわばこれと反対方向の対照的なものであ

った。2025 年 8 月 8 日に OpenAI は次バージョン GPT-5 を公開している。これは OpenAI

の開発していた別系統の「o1」シリーズに採用されていた論理的推論（Reasoning）モデル

を統合しており，従来のモデルより能力や速度の向上を狙うものとなっていた。このリリー

スに際してそれまで一般ユーザーに利用されていた GPT-4o モデルの提供を停止したところ，

今度は GPT-4o モデルに親しんでいたユーザーからの強い反応が引き起こされることになっ

た。すなわち，そのような人々にとって従来の GPT-4o は親しみやすい相談相手としての役

割を果たしていたところ，新たな GPT-5 の生成する反応は「論理的でドライすぎる」もので，

「友人やパートナーのように ChatGPT を使っていた人にとっては，友人が奪われたよう」

だという声が上がっていたという（臼田，2025c）。最終的にこれらの声は，「#keep4o」（「4o

を残せ」）や「#4oforever」（「4o よ永遠に」）といったハッシュタグによるオンライン上で

の抗議活動へとつながる結果となっていった。こういった社会的反応に対応する形で Ope-

nAI もそのような声の大きさを認識し，GPT-5 公開の数日後には有料版ユーザーを対象と

して「レガシーモデル」としてそれまでの GPT-4o へのアクセスを可能とする対応を取り，

その措置は現在にまでいたっている。これらの事例は，急激にユーザー数を増やした生成

AI の位置づけや役割をめぐって，論理的な情報処理のツールまた生産性向上の手段として，

あるいは感情を共有する対話相手やパートナーとして，という二つの捉え方の間で，ユーザ

ーの側もまた提供プロバイダーの側の双方とも，期待するものや開発の方向またそのバラン

スにおいて模索が続いているという現状を表しているということができるだろう。

対人的相互作用をめぐるメディア研究

　これまで，広くメディア利用行動と対人的相互作用との関連をめぐっては，古典的には

1960 年代の（人工知能ではない）シンプルな対話的自然言語処理プログラムである ELIZA

とそれとの対話者の反応に対する考察などがあるが（Weizenbaum, 1976），大きな潮流を形

成したと言えるメディア領域における実証研究，考察としてはまずは擬似社会的相互作用

（parasocial interaction）の議論が挙げられるだろう。Horton & Wohl（1956）はテレビの

司会者やラジオパーソナリティといったメディア上の人物との一方向的な交流においても，

受け手はしばしば親しい知人と接しているかのような心理的錯覚を経験することを指摘し，

この擬似的な対人関係が受け手の感情的な充足や自己理解に影響を及ぼすと論じた。その後，

この概念は伝統的メディアからコンピューターゲームやソーシャルメディア上にいたる，実

在また架空の対象にも応用されるようになっている（Liebers & Schramm, 2019）。

　一方で，メディア利用が現実の対人関係にどのような影響を与えうるのかについてはいわ
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ゆる社会関係資本（social capital）の観点からの議論も行われてきた。すなわち，Putnam

（2000）は社会関係資本の急減期とテレビ普及期が重なることをきっかけに前者の原因とし

て後者が想定できることを指摘し，そのメカニズムとしては視聴時間の屋内へのつなぎ止め

による社会参加の低下や，受動的なテレビ視聴による擬似的な対人関係の提供や社会関心の

低下などの心理的影響，また個人的関心の追求と共有体験の低下などを想定していた。社会

関係資本の多寡とメディアの問題については，このテレビ体験の与えた影響をめぐっての批

判的な議論にとどまらず，その後のインターネットの普及がもたらした効果を含めて多様な

議論が展開されている（柴内，2011）。

　これらメディア（あるいはコンテンツ）が対人関係に与える影響に関するこれまでの議論

を振り返るとそれらは多くの場合，基本的にはインタラクティブではないコンテンツに現れ

た人間的表象に対する擬似的相互作用や，コンテンツの表現内容に対する（対人観，社会観

などへの）心理的影響，あるいはメディア利用そのものがもたらす心理，行動的影響などの

メカニズムが中心となっていたのではないだろうか。これに対し，2022 年末以降に本格的

に登場し多くの人の利用することとなった現在の生成 AI は高度に人間のコミュニケーショ

ンをシミュレートすることが可能となっており，実際に多くの利用者がそれを対話相手，あ

るいは相談相手として認識し，また言語モデルのバージョン差し替えによるその「人格」の

変化がいわば喪失として広く認識され大規模な反応を引き起こしたことはこれまでも論じて

きた通りである。

　本論では以降，社会関係資本論で捉えられてきたような現実の人間関係の問題に主に焦点

を絞り，人間関係またそれと密接に関連する心理的反応である孤独感等が生成 AI 利用とど

のように関連しているのか，あるいは生成 AI 利用がそれらにどのようなポジティブ，ある

いはネガティブな影響を与えるのか，という点を中心としてここまでにあらわれている既存

の知見を整理検討していく。

ソーシャルキャピタルとAI 利用

　まず AI と社会関係資本を中心の視座として広範な視点から編まれた成書として佐藤・稲

葉・藤原（2022）があり，序章においては AI の受容的認識に対して回答者の有する社会関

係資本がどのように影響を与えるかについて，首都圏 20 代～60 代 5,000 人を対象とした調

査データを用いた共分散構造分析による分析結果が報告されている。それによると，「構造

的」な社会関係資本のうち職場におけるものや団体参加などについて，それが ICT リテラ

シーを高めることで間接的に AI に対する肯定的な認識を引き続いて醸成し，また一般的信

頼，互酬性規範などを含むいわゆる「認知的」な社会関係資本は直接的に AI に対する肯定

的な認識と結びついていた。それに対して友人や隣人，知人との付き合いのような領域での
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「構造的」社会関係資本は AI に対する否定的な認識と結びついているという結果となって

いた。この結果をふまえると，社会関係資本もフォーマルな構造的部分については AI との

関わりとの間でポジティブな関連を有するが，インフォーマルな関係性についてはネガティ

ブな関連を有するという，社会関係資本の領域によって AI の利用の方向性もしくは AI の

利用が引き起こすものが異なっている可能性が示されていると言える。ただし同書は 2022

年の刊行であり同書の論考，またデータ取得（序章の調査データは 2018 年の実施）も 2022

年末の ChatGPT の一般公開に先立つもので，その意味で人々の AI 観も現状の生成 AI を

前提としたものというわけではない。なお同書においてはほかにも AI の社会実装による労

働時間の減少が社会関係資本の強化に結びつくかという点について，それが必ずしも家庭，

あるいは友人関係等の社会関係資本を大きく増加させるわけではなく，一方で職場における

関係性を減退させる可能性があるというシミュレーション上の検討（第 4 章）や，AI ロボ

ットとの親密な関係性が形成される可能性がある一方でそれが実現できるかどうかには格差

が関係してくるという議論（第 6 章）などが含まれており，生成 AI の利用と対人関係をめ

ぐってはさまざまなパスを検討する必要があることを指摘している点が示唆的である。

AI チャットによる孤独感低減

　最近においては具体的に実装の進んだ AI チャットボットを素材にとり，そのコミュニケ

ーション利用と孤独感や現実の人間関係との関連を一定の期間にわたって追跡するような研

究が増加している。一例として Kim et al.（2025）は，AI チャットボットが孤独感や社会

不安の軽減に果たす役割を明らかにすることを目的とした研究を行っている。この実験では

韓国の大学生 176 名（男女各 88 名，平均年齢 22.6 才）を対象に，4 週間にわたり最低週 3

回以上，22 才の女子大生というペルソナ設定を持つチャットボット「Luda Lee」との対話

が行われた。孤独感（UCLA 孤独感尺度），社会不安（リーボヴィッツ社会不安尺度），感

情状態などを研究開始時点，2 週後，4 週後に測定したところ，孤独感は 2 週後時点で，社

会不安は 4 週後時点で有意な減少を示していた。また，最終的に測定されたチャットボット

に対する自己開示度の分析からは，対話における自己開示の程度の低かった参加者は 4 週目

の孤独感が高く，自己開示程度の高かった者は孤独感が低いという結果を示しており，自己

開示を促すようなチャットのトピックやシナリオ設定はチャットボットとの対話を通じた孤

独感低減を促進する可能性が示唆されている。

　また De Freitas et al.（2025）は，生成 AI を活用したチャットボット（AI コンパニオン）

が人々の孤独感を軽減し得るかを体系的に検証することを目的として 5 つの研究を行ってお

り，このうち研究 2 以降がクラウドサンプルを用いた実証研究となっている。これらの研究

においては具体的な生成 AI として GPT-3（Text-Davinci-003），GPT-4（gpt-4―0125-pre-
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view）を利用したカスタムチャットボットが用いられていた。この結果からは，まず 15 分

間のチャットボット利用群は他者との会話を行う実験群と同等に孤独感を有意に減少させ，

比較対象として行われた YouTube 視聴群では変化は見られずまた非活動群では孤独感が増

大するという短期的なコミュニケーションの効果が見られること（研究 2），1 週間にわたる

チャットボットとのコミュニケーションにおいても孤独感の軽減が得られること（研究 3），

これまでの会話を記憶し，また親切で思いやりがあるようにプロンプト設定された AI コン

パニオン群に対して，感情的な応答を提供せず一般的に支援的な動作をする AI アシスタン

ト群およびごく限られたタスクしか実行できないアシスタント（コントロール群）を導入し

たところ，AI コンパニオンにおいて孤独感低減の効果が最も大きく，AI アシスタントにお

いても有意な低減効果が見られたがコントロール群においては見られず，また低減効果は

「聞いてもらえているという感覚」（feeling heard）によって媒介されていること（研究 4），

また AI コンパニオンとのコミュニケーションによる孤独感低減は，「自分の考えや感情，

経験について」記録をつける条件よりも大きくそのメカニズムが単純な自己開示では説明で

きないこと（研究 5）といった知見を得ている。

　これらの結果は AI チャットボット（特に一定の性格付けをされたそれ）との対話が自己

開示を促す，あるいは聞いてもらえているという感覚を生み出し，結果的に孤独感を低減さ

せる効果があることを示しており，また関係性の欠落した環境下においてその補償として機

能する可能性を示唆していると言えるだろう。

AI チャットがネガティブな影響をもたらす条件

　一方で，AI チャットボットがむしろ孤独感の増大等のネガティブな帰結につながる可能

性を示唆するような研究も見られるようになっている。Fang et al.（2025）は，AI との長

期的な対話が心理社会的な健康に及ぼす影響を検証するため 4 週間のランダム化比較試験

（RCT）を実施している。クラウドサンプルより募集された参加者 981 名が GPT-4o と毎日

5 分以上対話したが，そこではチャットボットのモダリティとして「テキストのみ」「中立

的な音声・人格」「魅力的な音声・人格」の 3 群（カスタムプロンプトによる設定），タスク

として「自由会話」「非個人的会話」（一般的なアシスタントボットとの対話に相当），「個人

的会話」（コンパニオンボットとの対話に相当）の 3 群の 3×3 デザインが設けられていた。

孤独感，現実の社会的交流，AI への感情依存，AI の問題的利用を従属変数として検討した

ところ，モダリティおよびタスクが孤独感や現実との社会的交流に影響を与えることはほと

んどなかったが，利用時間の長さが孤独感の増大，現実の社会的交流の減少，AI への感情

依存および AI の問題的利用増大と関連しており，モダリティやタスクの違いが利用時間を

増大させることでこれらのネガティブな影響を持ちうるということが示唆されており，特に
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モダリティではテキストによる会話よりも音声会話の方が，またタスクにおいては非個人的

な会話や個人的な会話のような構造的な会話よりも，自由な会話の方が利用時間の長さに関

係しているという結果になっていた。

　また Liu et al.（2025）はコンパニオンチャットボットの利用が孤独感に及ぼす心理社会

的影響を明らかにすることを目的とした調査を実施した。対象は週 1 回以上 Snapchat 

MyAI 等のコンパニオンボットを使用する 404 名で，UCLA 孤独感尺度を主たる従属変数

としてそれに関連する要因を検討した。重回帰分析の結果，チャットボット利用時間自体は

孤独感を直接予測していなかったが，例えば利用時間はチャットボットの問題的な使用を媒

介することで孤独感を増大させるような関係が見られた。また，チャットボット利用，Big 

5 や社会的ネットワーク等のユーザーの心理・社会的特性を中心とした変数を用いた

K-means クラスター分析を行ってユーザーを 7 類型に分類したところ，例えば利用時間が

長く問題的利用行動も多い点で類似している二つのクラスター，クラスター 3「孤独な中程

度ユーザー」およびクラスター 4「高満足依存ユーザー」においては，前者は孤独感が高く

社会的ネットワークも小さく，感情的なチャットボット依存が見られる一方で，後者におい

ては孤独感の水準も平均以下で社会的なネットワークも維持され，外向性，協調性も高くボ

ット利用を通じて現実の社会的交流にポジティブの影響を得ているという認識を有していた。

すなわち，AI チャットボット利用の帰結はそれを利用するユーザーの状況によって変化す

る，という結果であるということができるだろう。

考察

　ここまでの生成 AI 利用をめぐる調査，研究からの知見をふまえて考えた場合，まず最初

に指摘できるのはそれが単なる情報獲得や生産性向上の手段を超えて，「対話相手」や「感

情共有の対象」としての性格を明確に持ちつつあることだろう。コンパニオンロボットとし

てはこれまでもペット的な位置づけのものを含んで一般にもある程度の普及を見たが，その

ような水準を超えたコミュニケーションが可能となった現在の生成 AI はとりわけ若年層を

中心にその利用がこの数年で定着しつつあり，擬似的という以上の相互作用がそこでは成立

しているように考えられる。

　また生成 AI によるチャットボットとのコミュニケーションは孤独感や社会不安の低減に

つながること，またそれが「聞いてもらえている」という感覚を媒介して現れることや自己

開示が孤独感の低減と関連することなど，生起している心理過程は対人過程とも類似する側

面があることが示されており，従来から存在した社会関係資本のストックに新たな側面が追

加される可能性，また現実のそれを欠いた人々に対する補完的存在として機能しうることを

示唆するものになるだろう。生成 AI のもたらす論理推論や情報処理機能の側は一方で，ユ
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ーザーに対して例えばそれが「弱い紐帯」（Granovetter, 1973）が果たしていたような役割

となるような可能性も想定できるかもしれない。

　しかし，こういった効果はユーザーにとって一様にもたらされるものとは必ずしも言えず，

利用の文脈やユーザーの心理社会的特性によって異なってくることも明らかになっている。

AI との対話が長時間化すると，孤独感や現実の社会的交流の減少，感情依存の増大といっ

たネガティブな影響が観察されること，また利用者の中には「孤独で社会的ネットワークが

乏しく，AI への感情的依存が強い」群と，「AI を活用しつつ現実の関係性も維持しポジテ

ィブな効果を享受する」群が存在することなどは，生成 AI の影響が均質的なものではない

ことを示している。すなわち生成 AI が人々の対人関係を富ませるのか，それとも損なうも

のになるかは，ユーザーの背景や使い方，AI への関与のあり方によって変化する可能性が

ある。メディアの影響が技術決定論的なものではなく，結局は利用の文脈によってそれが変

化する，というこれまでの議論はやはりここでも適用されるものであるといえるだろう（柴

内，2016）。

　生成 AI 利用を中心に置いてモデルを考えた場合，各種の個人特性に並んで，個人の持つ

社会関係資本のありようが生成 AI の受容や利用のされ方に影響するプロセスの検討が必要

となる。引き続いて生成 AI 利用が生み出す社会関係やそれと関連の深い各種アウトカムの

様相もまた個人の特性や文脈によって変化するが，さらに生成 AI 利用が生み出した時間的

余裕がいかに使われるかといったこれまで検討の少なかったパスについても，間接的な効果

として社会関係資本に影響する可能性が想定できるだろう。また，生成 AI 利用によって付

加される（あるいは弱められる）社会的スキルが，跳ね返って現実の関係性の多寡に影響を

及ぼす可能性もありえる（Malfacini, 2025）。一方で社会的スキル自体が生成 AI の利用のさ

れ方と関係しうることも興味深い論点となる。関連して，生成 AI の生み出す対人関係上の

格差，また格差が利用に及ぼす影響についても検討が求められることになるだろう。

　OpenAI のサム・アルトマン CEO は ChatGPT の今後について最近，GPT-5 に対する批判

もふまえてモデルの挙動をより人間らしくすること，そして年齢確認済みのユーザーに対して

は性的コンテンツの生成も許可する方針を打ち出しており（アスキー，2025），生成 AI のコ

ミュニケーション上の位置づけや社会的受容がさらに変化していく可能性が想定できる。さ

まざまに挙動の設定可能なモデルの特性と，ユーザー側の特性や志向性，置かれた文脈との

相互作用の中で生成 AI の持つ社会的な意味の検討が引き続き求められることになるだろう。
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